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鄭成功
の
室 田 翰
つ
し、
て
I-Lr 
石
生
成
明末鄭成功一家は、王室の復興を目指して永年に亘り頑強に清朝に抵抗したが、終に屈して、その後大陸は全く清
朝の制圧する所となったので、敗残者鄭氏一家に関係した根本史料の澗滅するもの多く、殊にその活動の有力な財源となった貿易活動の如きは専ら支那の版図外で行われたため、その関係史料が今日支那に残っているものは、極めて少ないのではないかと思われる。光年来台湾銀行調査課から台湾関係の史書や史料集の復刻や新刊が続々出されて、既にその数も二百数十冊に上っていて、そ 中には鄭氏関係
書
も少くないが、比等を播いても外交貿易関係記事を見
出すことは極めて稀で、而も
具
体的でない。し
か
し当時鄭氏
一 家
と外交貿易上頻りに密接な関係を有したのは北は日
本琉球から、東京、交祉、東捕築、選羅、太泥 満利伽など印度支那半島内の諸国からスマトラ、ジャパや目宋島など、殆んど東南アジア
全
地域に
一円一っていたので、これ等の諸地方に関係した史料の中には、関係記事を少なからず見
出すことが出来る。もっとも印皮支那半島の諸国については、その国の原地史料が必しも十分残存整理されていず、これを期待することは出来 いが、当時日本から東南アジア各地 亘る港湾には、ヨーロッパ諸国の商船が盛に出入貿易し、既に若干地域 はその商館も開設され 呂宋島、ジャパ島、マラッカ は、その植民地も経営されていたので、彼等の記録や文書を縞けば、その既刊未刊を問わず、彼等の見聞した鄭氏の貿易活動や外交交渉に関する記事を少なからず見 が 来る。中でも当時この地方 港湾で最も活動したオ ンダ人の史料には、その関係記
事
が
最も豊富である。偶目のものでも一六二九年（崇禎二年）鄭芝竜が蘭領東印度総督ヤックス・スベクス
E S c g
鄭成功の一
書翰に
ついて（岩生）
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内に送った長文の書翰二通を始め、
日誌所載の鄭成功の一書翰を紹介して、
鄭氏一家の発受した書翰は一一一同一十通にも上っている。鄭氏の貿易活動の一端に触れて見たい。
今手近なバタピヤ城
先ずバタビヤ城日誌一六五七年二月十八日（永麿十一年）の条に、次の様な記事がある（注
1
） 。
ほぼ同じ頃支那から支那人二百五十人来組んだ阿百噸の度門の支那ジヤンクが一隻当地の碇泊地に入港した。そ
の積荷は、銅一一、
000
斤、金総三凹八箱、唐紙五
O
、
0
00
斤、良質磁器三五樽、同雑品多数、茶阿
OO
、
0
0
斤
、
金 一
O
側
、
支那酒一
、
五
OO
瓶
、並にその他の
支那雑貨多数であって
、同船は、本年
当地に入港
した
最初の
ジ ヤ
ン
クであるから、旧慣に従い、且っかねて約束した褒美として関税を免除することにした。
前記のジヤンクは支那人の大マンドリン出姓爺打。兵
ω吉宮が甲必丹ピンガム回
E m m H 5
と シ
i
クワ目。
2 c m H
の
以内翰一一地質らしたが
、未だ
総督閣下に書いたことが無いので
、岡
市計で閣下と音信を一地ぜんと欲しているが
、その内
容は、以下訳出した所によれば次の様である。
甲必丹ピンガムとシ
l
クワに宛てたマンドリン国姓爺ゎ
2 M Z
官の書翰の
訳
文
当地からタイワン寸何回ヨロロロに出かけて同地から当地に帰った支那人が予の息子に報らせる所によれば、数年来、タイワンに於ける予のロ下等並に人民は貧慾に豚肉と魚を根こそぎに捕えて食べた。予はこれを認めて 支那ジヤンクは今後マニラに渡航すべからずと命じ 、これはジヤンクがその上更に宣教師若干名を同地に述んだからで尚マニラのジヤンクも予の禁令
を
犯して、タイワ
ン
に貿易に行かぬ様に命じて、今後は当地からも、亦予が要請し
た他の如何なる地方からもジヤ クはタイワンに航す可からず
一 五
う命令を下した。そして、暫は、幸にも、悪い
政治のため、地方が罰を受けて取引も余りうまく巡ばないことは明白である 、予はパタピヤの諸公が、タイワソに於いて起ったことにつき殆んど承知しているまいと信じて る。「誰か、戦争を欲しても、そは予の本立に非ず蓋しその海島がどんな利益を予に粛らすことが出来るか」このことを貴殿は総督並に参議員詔一公に報らせて
、
諸公
も亦予の人民が同地で従米よりもい針通される様に ンに命令
を下
されるならば、予も再び同地にジヤンク船を
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派泣するであろう。数年来予は間々なジヤンクに各航の向品
J V
一積んで、ハタビヤに派近したが
、
同地で非常な困難に
逢い
、向以も利
益が僅少であった。そこで本年こそは同地で従来よりも丸く向ぃ%を汚むことが
出来
て針遇されるこ
とをいじて、一先ずジ
ヤ ン
ク 二 ト 与 を 一 以 前 一 し た
が
、子
の持訟は
凡て
の方刈にげ一り、更に
一M
こ
の
ジ
ヤ ン
クの派泣によ
っ て
別
かである
。子は
今後それが
どんな臥に進行し
たか
、
引 人 予 に
向
けられ
、
或は今後尚多くのジヤンクを派泣する
か
、
父は以引が一
方的
にふれぶ止されるかを見るであ
ろう。ビ
ンガム
と
シ
l
クワはこ
の
こ
と守バタ
ビヤの閣下請公に取
ら
せて
、
その返引を予に送らせられ皮し。
我
々 の
治枇の九月
二
十九日誌む。
とある。この
H
附九月二十九日は日記の前年永肘十年九月（一六五六）のことで、成功
が
円翰
を
送ったピ
ン
ガンとシ
ー
クワとは
、
バタビヤ花住支那人の右力表で
、
その第三
代川中必丹
になった溶
明巌で
あって
、
一
六川五年
三
月から
一
六
六
一 一 一
年刊月死亡す
る
まで夜職し、シ
l
クワは第間代叩必丹頗二官のことで、彼は満明巌の．允後就職して、一六六六年
． 九
月死亡するまで山代任した
2 2
）。内成功が川弘前を以次がんことを求めた総督とは
、
一六五
七年
4
月
から一六
七八年一
月
に
死亡
するまで
、
その職に花ったオランダ領東インド総督ヨアン
・ マ
l
トサ
イケル
』 。 山 口 宮 山 ぬ け
ωロヱ内角（広
g l
忌 誌 ）
のことである
2 3
）υ
鄭成功の市翰の内容は、支那ジャγクがマニラとタイワンに来往貿易することを禁じ、オ
ランダ当局に’
M
っ て
、
パタピヤに於ける支那ジヤンクの叉必を優遇せんことを嬰消したものであったが
、こ
の書翰の
文ド川だけでは、この際彼がマニ
ラ
とタイワン叉劫を禁止する様になった山由は明かでない。
当時鄭成功は市京攻略
に
北伐する前で、その軍需品や軍投調達の必．安は一一限切実となって、日本を始め東南アジア
各地に
、
挑ん
にその向
船
を派近した。一六．九一二
年十月
二
十
一
日凶姓
爺がタイワン知事
一 一
コ ラ
l
ス・
アールブルフ
Z R O
﹈ ?
ω
〈
2 U
ロR F
に送った♂一口翰の一節に
、
数年米、子
は
縫剛
一 に
刈
する
戦争のため非常な困難と失伐を比じたが、その失山口を補う
ために
、種々なジ
ヤ
ン ク
をパ
タヒヤ
、
混 同 航
、日木、
東 日 以
、
羊
にタイワ
ン及
び
その
他の地方に貿易
のため派泣する
ことが極
めて適宜である
と
考え
都成功の一書翰について（校生）
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四
た。そこで貴下は、よしそれが予白身ので
あろ
うと
、
海岸から来往するジヤンクを保証
し
て来た〈注
4
） 。
とあるが、
一史に翌年二ハ五
同年十一月十八日ゼ
l
ラ
γ
ディヤ城から
ル
イス
・
f
ザ
l
ク・
パッフ
ァ ー
ル ト
円 。 ロ 可
ω V m R r
回丘町
ω 2
汁
の報ずる所に
よ
れば
、
本年同姓爺は
、
東京王に
、
大ジヤンク悶隻（既に派遣
した
もの）を毎年彼の領国に
、
そして同地から日本に渡航せ
し
める志向を通じている
2 5
〉 。
と
あり
、現
に成功は翌年には
、既
に持船
向笠
を東京日本間の貿易に差泣せ
んと欲してい
るが
、
叉同年二月末日国姓爺
がタイワン知事コル、不リス
・
セザ
l
ル
。 。
B
己宮内
m g
句
に送った壮一日状にも
、
多年に
一け 一 り
、
予は時々予のジヤンクを貿易のため同地（タイワン）に派遣したが
、
貴下が同
地に
着任されて
、以
来
好遇されて貴下よりあらゆる友好を受けて来た（注
6
）
Q
とあるが
、
国姓爺のタイワン貿易の影響 ついて
、
翌一六五五年
十二月二十四日附蘭領
東インド総督府の
一
般政務被
告の中に
、
叉は予の石川可証合一携えて同地に航するジ
ャソクで
あ
ろうとも
タイワンに於いては
、
m A n m
の情態は
、
同地に於ける一切のものを自分の利益の繰入れようとする国姓爺の独占のた
め
、
全
く不況であるが、その詳細は後日閣下に報告致す通りである
2 7
）。
とあって、同地に於ける貿易が、同姓爺の独占によって不況に陥り、オランダ人の貿易に取っても好ましからぬ、状態にあったことを伝えて
いる
が
、これよ
り見
、日
年八
月
三
日
に台湾知事コルネリス
・セザ
l
ル は
、
タイワンに於ける
貿易不振について日本出向の向館長レオナルト・ウィンニク 円。。
SE
巧
Z E M M
内に詳報し、既に部分的に施行さ
れ
た消明の透凶作令によって
、
支那ジヤンクの海外渡航貿易が奔しく困難になったことを述べ
、
一見
に
J
官鄭芝竜
のパ
ス す 一
携へるジヤンク舶は れに‘比して を’
μ
白に常むことが
川
来たが
、こ
れとても
、
清
朝が芝竜を利用して成功を招撫
せんと汁っていたためで
、
その利川価値の在否が
、
彼の日出の限界であると詳報している注
81
先に引用した十二月
十五日の東インド総督の一般政務報告も
、
この様な知心の情報に恭
一くものと以われるが
、
これを目にすることが出来
なかった
。し
か
し台
湾に於げる貿易が
こ
のように不振に陥ったと
し
ても
、北伐
を前にしては
、
貿易の肱大による事費
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の調達は、鄭成功に取っては至上命令であった
ι
そこでこの頃彼の息のかかった商船は、頻りに東南アジア各地の港
湾に向って解績した。例えばタイワンのゼ
l
ランディヤ城日記一六五五年三月
九日の
条に
、
前述の同姓爺によって、支那沿芹から各地に向って貿易のためジヤンク二十四隻派遣された即ち左の如くである。
バタビヤ七伸一ム東京三隻退問紘一
C
隻
広間凶隻マニラ一隻（注
9
）
とあるが、更に日記の同年八月七日の条には、国姓爺船八隻メタピヤから帰航したことも伝えてあり在。、鄭成功の商船が、バタビヤを始め各地に渡航貿易したことが判る。
然るに前掲永暦十年九月二十九日（一六五六）溶明巌と顔二官宛国姓爺の書翰には、彼がマニラ貿易を禁止した旨
を通
じてい
るが
、この点について、これより先同年
五月六日に鄭成功は台湾在住支那人に対して左の布告を発布
し た 。
当タイワン在住支那人に対して大マンドリン国姓爺によって定められた支那文布告の訳文
従来我々のジヤンクは、常々各地に於いて貿易を営み叉常々その貿易に当って万事滞りなく過して来たが、マニラに渡航
した我が商人
達は
、同地に於いて恰も獣や魚の様に待遇されて人間とは見倣され
ないで
、持込んだ商品
は全く暴力で彼等に取上げられ、これに対して彼等の怠の侭に支払われ、屡々仕入値よりも安値で、然も勘定は永く待たされて留め置かれたことを、時々予に訴え出た。
タイワンに居るオランダ人達も、マニラの者共の如く、全く同様に振舞い、我が民を人の食べる肉が魚の様に
見倣したが、このことが予 耳に入り、予の血は沸騰し、これに対して嚇怒するものである。タイワンは至近の地にして、今後共若し左様ならば貿易は営めないと信ずる。 かしこれに反するならば万事好転するであろう。予はこれより先マニラ貿易閉鎖の布告を出し が この布告は既に到る処に領布されて、各人に依って遵守されている。唯例外として、タイワン 人々のみは、その発布を熱望 ていないし、その必要が無いとし いるが、予はこ鄭成功の一書翰についてハ岩生〉
五
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りこと’を人九く信ずることが旧来ない。町明日の川マニラに渡航していてい以近帰汗したジヤンクが宍析を予に報ずる所によれば、ジヤンクはマ二一ブに渡航している山であるが、それが如何であろうとも、予の厳禁する所である。そしてこのことが予の耳に入ったから、タイワンの貿易も亦閉鎖し、日時に如何なる船舶も寸板たりともタイワンに航する とを汗さないのが至当である 与えたが、しかし予の氏も川地 ふ化住 ているので、彼等を冷遇することを欲せず、そして や船笠にして今後適時に帰帆、
γ
ることを知らなかったものは、予は百ケ日を限っ
て、その日川以内に航行することを汁し、その後は
J
什 〜
は他の布什」
r A
川さんと欲するが、その間汝等は人民に勧めて、その期限内に川来る丈け速に既に日地に碇泊して
いるジヤンクは、前記の期間内に汝手 向日川貨物を積んで当地 来航せしめ、同様にその期間円に鹿肉 出魚、アモ、榔子主並に砂糖水など 向品を只入れて当地に斎 さんとするジヤンクには総て前期百ケ
HJV
一公許するも
のである。しかしその他の七地から肉品を舟すことと白川さず。－又前に挙げたより外の商品を斎してヨ地 来航せんとする者 、何れも、そのジヤンク並にその積荷も、又 来組けはも死刑 処せらるりきこと守山洋行するものである。そしてこのことを厳主に履行せしめるために、予は各地 検究官を置いて、・米航ジヤンク 芯く検査せしめ、その為めに各検査官には 禁制川川を庁らしたジヤンクと積荷の半分マ取得する権利を与へ、前一一川山の禁制
H川
を托した当地在住の商人は捕縛され、そ 行物は没収され
Q
このことが一予は厳しく決定して、明も隠匿したり
変更することを許さざれば 汝手人民 悉くこれと尊長せよ。しかしこの百ケ
H
の禁令は、時々予が、視察する
為め予の領海作に航行したり、或 の業務を決行するた 派泣する予のジヤンクに就いては迎川する のに非ず
Q
かくして子は、汝等人民に、ダイワンも、マ二一ソの住民も同様に大胆不敵なることを行知して理解せしめる
ものである。この子の一一日出と法令 恰も行に刈 た令 如く、右効孔つ強
M
にして、何人もこれ」何回口、すべからず
Q
支那府第二の．九日六円。
一三ブンダ暦一六一九六年六月二十七日
セー一ソンデ
fhi
に於いて閉し止を確認十。
行一ハ一記コ／スタンチン・ノベル
n c D ω Z E
－ －H Z c σ
己注目）
ここに支郎煙第二のぺ月とあるのは、永肘十年間五月のことである
Q
当時鄭成功が貿易の拡大に努力していたに係ら
Hosei University Repository
ず、台湾とマニ
ラ乙均して強硬な措置に
出たの
は
、一同地に於いて支那ジヤンクが冷遇されたのと
、
ム口汚からマニラ乙密
航するのちに阻止せんとしたためであって
、
ここにこの布什によっ
て
、
その問の災問川が招めて明かに刊行て来石川下
、
児
に叉
こ
れ
によって、成功
が
日にパタビヤの支那人甲必丹同名に書翰を送った市析も一一肘よく理解出来お。
四
鄭成功が
、
貿易の拡大発肢を計るため持船をパタピヤに派泣し
、同地
在住支那人の主脳者同名に税引一一川を送って
、
総
督
ヨアン・マlトサイケ
ルに彼の希望を取次がん
こ
とを依頼
し 、
書翰は翌一六冗
七
年二月
十八日に
総持府に府けられ
て直
ち
に
蘭
訳されたが
、
総
叔 川 山
川ではこれに付して
、同年二月十
六日
返書を認
め
て 、
翌
日これ
を来航支部船の
船
長に手
交した。即ちバタピヤ域日誌一六五七年六月十七日の条に
、
次の如く記してある
（ 注
ロ ）
。
十七日。
本日好い時分に
、
昨日支郊の大マンドリン国姓爺に宛てた書出を
、
支那人船長同名に手交
し
たが
、
これは
前一記の船に託
し
て支那
巾必丹明巌と二官 宛
た
ものの返書を認
め
て閣下が
当
地
と背いを通ぜんことを要請したこと
を報
じたも
ので
、
その内容は次の如くであった。
東イ
ン
ド
総督ヨア
ン・マ
l
トサイ
ケル並に参設はは
、
大マ
ン
ドリン
国姓爺の健康と長寿及び敵
に対
する勝利
を希う。
昨年当地に、尊台の領域内か
らジヤンク三笠来
航し、同船の船長等から開
く
所によれば、時台が我
等
に宛て一
対日を一品められ、他にジヤ
ン
クも同行した出であるが、これは来航せず、海
k
で難破したことは明かで、同船に託
した一
告は我々は入手
し
ていない
。本年
再び当
地に
尊台の区僚のジヤンク二作文来航
し て 、
時台の書翰を我々には
持参 なかったが、当地の支那人甲必丹別殿と二官宛の一市討を斎らして、同人はその内容を我々に知らせたのでここに我
々
は尊台に満足
を与え
、尊台の抱いている不満を除くため
、 こ
の返告を沼めることが適切だと瓜います
。
先づ尊
台
は
、
尊台の人民がマニラに渡航することを禁
じ
たが
、
タイワンの支那人が尊台の禁令に従わず尊台の
人民が何か不正を働いたり或は過を回国した場合は、彼等はその為
に
、処罰さ
れたが
、我
々
はマニラ
の支那人
とは
平和の間柄にあって
、こ
れを損うことなく
、
我々の港から同地に航することを禁止せずに来たが
、こ
れは尊台も
鄭成功の
一書翰につ
いて（
岩 生 ）
e じ
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良く諒承せられる処である。しかのみならず、タイワンの我が知事も、この件については、尊台の人民が同地に航することを禁じ、以て尊台に不快の念を抱かせる様な理由を与えなかった。更に叉タイワンに居る前記の知事は、常に命を下して、尊台の人民が同地に貿易に来航して、あらゆる優遇を受けさせ、そし これに依って我々の地方へ、今後一層来航す のを奨励することが出来て そのこと 今後益々引続く可きことに疑もなく、叉理解出来ないことでも無いが、しかし と我々と 間には常に美事な平和と和合が存 出来る様に、新にその実現の命令を下すであろう。
次に尊台が昨年ジヤンク数隻バタピヤに派遣して、同地で色々困難があって利益も僅少であったことを述べ
た。彼等の訴え出た困難は予に知らされていないが、これに反して予は常々予の吏僚に、彼等にあらゆ 援助と恩恵を与えんことを命じたが、これが従わ 実行されているかどうか承知 い い。しかし商人は、何等の理由が無くても、容易く理由を見出して不平を述べるものであ が、このことは尊台には理解出来ていない。けれども、利益に関する限り、全く取引の経過にかかるも って、或る時は多かったり、或る時は少なかったりした。そこで尊台が今後共再び一層多数 ジヤンクを当地に派遣するような場合に 、予は彼等が良い利益を挙げることを望むものであるが、但しこれを確約することは出来ない。しかし我々は尊台が良い理解と友情を保つように、好意 以て彼等を優遇せんと欲するも である。なぜならば、今後は尊台の領域 ら年々一、二隻のジヤンクが商品を搬出する めに、マラッカに渡 出来るような事情が好転し らである。何卒尊台は適当と思う 履行下命され度し。この書翰に添えて我々は尊台に我々の友情と敬愛の しとし 珊瑚珠をつけた琉拍と珊瑚の鑓 美事に細工した琉泊 箱、蝶を彫込んだ琉拍の吊台を贈呈致す。
大ジャバ島のバタピヤ城にて
一六五七年六月十六日東インド総督ヨアン・マiトサイケル
とあり、東インド総督府では、鄭成功の要請に答えて台湾とバタピヤに於ける支那ジヤンクの来航貿易の優過を約し、鄭氏と平和的関係を持続せんことを通じているが、但しマニラとの問題は、同地との平和関係を考慮に入れて鄭氏の要請を従いかねる旨を伝えている。そしてゼlランディヤ城日記一六五七年九月二十六日の条には
Hosei University Repository
水曜日二十六日。支那ジヤンク二隻再びバタピヤから一度門に帰着し、総督閣下が大マンドリン国姓爺に宛て、古
い友好関係を要請した書翰を斎らしたが、その書翰の内容は左の如し注目）
とあって、総督マ
i
トサイケルの書翰が、鄭成功の許に届けられたことは疑う可くもない。当時鄭成功の貿易活動は
必死と続けられたが、偶々ジョホ
l
ルから帰航中の成功の商船が、オランダ船に奪掠されたことや、成功の切なる要
請にも係らず、台湾に於けるマニラ貿易の禁止が少しも災現しないことは、痛く成功の感情を山一目して（注号、そのパタピヤ貿易だけは終に進展せず、加ふるに一六五九年の春には南京攻略のため軍備を整えて北伐に進発して、その商船のバタピヤ方面に渡航するものが無くなったらしく、バタピヤ城日記一六五九年三月十一日の条 、
そして当地所属のジヤンク一隻がマラッカから来航して碇泊地に投錨したが、その船長の語る所によれば、：：：本年国姓爺が彼の軍勢を引連れて恥組討伐のため大変北の方の海岸に向け出発したので、支那ジヤンクの支那からパタピヤに来るも が無く、当地支那人の間に多 な恐慌並に倒産が起るであろう（注目）臼
とあり、鄭成功のパタピヤ貿易が愈々社絶して 同地経済界に多大な悪影響を及ぼしたことを伝えている。そこで総督府でも即日これに対して対策が
4評議された。即ち日誌の同月間日の条に、
本年支那からジヤンクが一隻も来航しなくなったので、総督閣下はインド会議を聞いて、毎年当地の必要 応じ
て、供給された様な必需品を全く払底させない為めに、当地住民が会社に対して、今後希望者には 広南宛渡航免状を、たとえ会社が同地の王侯に尚可なり困っていたとしても、これを下附することとし、同時に東捕秦渡航免状も、確かな報道によれば、同地も広南人によって全く圧倒されている 、これを下附することと （注目玉
とあり、総督府では同地に於ける鄭氏の貿易社絶によって受ける経済的苦境を打開せんと計っているが、結局成功の台湾攻略によって両者はここに敵対関係に立つ様 なり この情況が一一層悪化 たことは一一一はうまでもない
Q
鄭成功一家の活溌な外交貿易活動については、尚他に多 の関係史料を蒐集し ので について詳論したいが
近来身辺兎角蒼忙にしてこれを果、すことが出来ない。ここに永暦十年九月二十九日附一書翰を紹介し 、この書翰が起草発送されるに至った事情を述べる と 止め、他は暇を得て論述したい。尚利用した史料は殆んどオランダ国へl
グ国立中央文書館所蔵植民地文書であるが、筆者が曽て比等 文書の閲読筆写に当り、係員各位の示された理解あ
鄭成功の一書翰についてハ岩生〉
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